
　７．近畿（地域別調査機関：（株）大和銀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
良く
なっている

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・大型テーマパークへの客を中心に来客数が増加して
いる。

やや良く
なっている

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・客のニーズに合った商品が売れている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・高額商品の動きが活発となり、８月最終バーゲンの
動きも順調に推移している。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・台風一過の後、気温が下がったことに起因し、秋物
の立ち上がりが良く、順調に推移している。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・６～７月は中元、クリアランス等の特殊要因の売上
シェアが高かったが、８月からは実需となり、今年は
来客数が増加し、客単価も上昇している。

スーパー（経理
担当）

お客様の様子 ・今までの特売商品に特化した購買傾向から、少々高
くても価値ある商品を選択する動きへと変化がみられ
る。

衣料品専門店
（営業・販売）

お客様の様子 ・秋冬物のオーダースーツの注文、問い合わせが、８
月の早い時期から多くなっている。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・ブライダルや引越し需要が多くなっている。
・プラズマディスプレイなど、超大型テレビの売行き
が好調である。また、これまで停滞していたＶＴＲ
が、ハードディスクやＤＶＤに代わってきている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・３か月前は10％程度のアップであったが、今月は前
年比で販売台数が40％増加している。コンパクトカー
は依然良く売れているが、そのうえ、高額車も良く売
れるようになっている。

都市型ホテル
（副総支配人）

販売量の動き ・宿泊は、夏休みの大型テーマパークへの旅行客を中
心に、インターネット販売を使っての需要が見込めた
ことから、昨年度より良い結果となっている。
・レストラン部門では、朝食は減少したが、昼食は１
割ほど増加している。夜は数％ほど前年比で減少して
いる。宴会は一般宴会の件数が前年比で増加している
が、売上はブライダルと同様減少している。

旅行代理店（店
長）

販売量の動き ・８月に入り、国内旅行は単価は安いものの、来客
数、受注件数とも、前年を上回っている。
・海外旅行も９月出発を中心に増加しており、単価の
高いヨーロッパ旅行が順調である。昼間の来客も増え
てきている。

観光名所（経理
担当）

来客数の動き ・夏休みは、食関連の新店舗のオープン効果により、
少し良くなっている。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・新しい企画イベントの実施により、来客数が増加し
ている。

競輪場（職員） 来客数の動き ・土日を含めたお盆開催及びグレードの高い選手によ
る競輪開催により、来客数、売上ともに増加してい
る。

その他サービス
［学習塾］（経
営者）

販売量の動き ・受験を控えた学年の講習会参加などが、売上を伸ば
している。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・通常、８月は時期的に販売量の動きが鈍いが、今年
は例年以上に販売量が伸びている。特に年内に入居が
できる物件は広告宣伝等を抑えたにもかかわらず、販
売量が予想外に伸びている。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・新築分譲マンションの販売動向は、初月成約率がわ
ずかながらも上昇してきている。また供給戸数も衰え
をみせず堅調に推移している。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数は約15％減少しており、大方は店頭のワゴン
の客である。

商店街（代表
者）

それ以外 ・８月になって、50年以上続いていたおもちゃ屋と下
着屋が経営者の高齢化で閉店し、その後にパン屋と携
帯電話店が開店した。商店街の業種バランスも大きく
変わってきている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・当商店街では生鮮品がないうえに、猛暑により来客
数が減少しており、朝と夜だけに客が集中している。

家計
動向
関連



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・近くの店舗が一軒なくなった影響か、来客数は前年
の1.3倍とかなり増加しているが、平均単価がかなり
下落しており、売上は横ばいでほとんど変わっていな
い。

一般小売店［野
菜］（店長）

単価の動き ・相変わらず価格帯の高い物は売れない。最近の食料
品の不祥事により、生産地が気にされているが、その
割に国内産の高い物は売れにくく、今までとほとんど
変わらない。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・中元シーズンを終えたが、単価は変わらないもの
の、販売量が少なくなっている。儀礼ギフトがどんど
ん縮小化されている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は観光客や里帰り客が多く、セール品で、単価
の安い物の購入が目立っている。
・先物買いで秋物、晩夏物が堅実に動き、全体として
はやや好調に推移している。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・衣料品の動きのなかで、夏物最終セール、秋物の立
ち上がり、ともに手応えがなく、客の買い方は非常に
慎重である。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・今期の改装の主流が特選、婦人雑貨に移り、来客数
や販売数量は増加しているものの、若干縮小となった
婦人服の売上額をカバー出来ていない。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・商談はいつも通りあるが、最終段階で購買を見合わ
せる客が最近特に多くなっている。後一歩というとこ
ろで、決定に至らない商談が多くなっている。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・全般的に低価格商品を中心に動いている。依然とし
て、出費を最小限にしようという動きがみられる。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・客の様子からみて、シーズン商品等の動きは良かっ
たが、単価が上がっていない。
・夏期のシーズン商品が終わった後の動きが、若干低
迷気味である。

スーパー（経理
担当）

お客様の様子 ・商品単価の回復基調は続いているが、買上個数の大
きな変動はなく、かつ、来客数が定着しない。
・肉、魚については低価格帯での買上が目立ってい
る。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・８月は比較的天候に恵まれ、予定の売上は達成する
見込みである。ただし、今までのトレンドの延長にあ
り、好転しているとはいえない。

家電量販店（営
業担当）

単価の動き ・買い替え需要が当たり前になってきている。良い物
が発売されたから新たに購入するのではなく、故障し
たから買い替えるという流れが定着してきている。

自動車備品販売
店（従業員）

お客様の様子 ・盆休み前後のカー用品関連やピット売上げに期待し
たが、相変わらず盛り上がりに欠けている。節約ムー
ドが漂っている。
・消費者は、引き続きセールを狙った目的買いに終始
している。

その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・今月は大々的な売出しをする月であるが、通常の
セールでは効果がないと判断し、修理の半額セールな
どのＤＭを出しており、反応は薄いが、来客はみられ
る。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・宴会部門の予約動向が低調である。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・夏休みに入り、宿泊客の利用はあまり伸びなかった
が、レストラン、宴会の利用がやや良くなっているた
め、トータルとしてはあまり変化はない。

旅行代理店（営
業担当）

単価の動き ・盆明けから秋の旅行の受注が始まっているが、傾向
は変わらず、国内は前年並み、海外は前年比80％で推
移している。
・関東の大型テーマパークがオープンして１年を迎え
るが、依然人気がある。

タクシー会社
（経営者）

来客数の動き ・タクシー特有の夜の需要が少なくなっており、ま
た、客の利用回数が悪い状態が続いている。

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・キャンペーンを張って拡販しているが、客にとって
は通常の大きな値引き程度に受け取られている。

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

お客様の様子 ・小さな企画は動いているものの、大規模な企画はス
ポンサーがつかず、実現しないという話を耳にする。



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
その他サービス
［クリーニン
グ］（経営者）

販売量の動き ・お盆休み前後の需要と、繰り返し着用される夏物単
品の急ぎの対応がメインとなっており、それ以外の動
きが低調である。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・マンション分譲状況が改善されるような傾向はない
ものの、分譲用用地については、競合各社とも取得意
欲は従前と変わらない様子である。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・客の値引き要求及びサービス工事要求が厳しい状態
が続き、値段交渉が非常にシビアになっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・その都度即売している食料品関係と、比較的安い飲
食業だけが賑わっていて、その他の一般店は軒並み悪
くなっている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・あらゆる世代に買い控えの意識が強く働いているよ
うに見受けられる。販売単価も下げ止まらず、数量の
減少とともに売上に影響している。
・宝飾、時計等の高額商品の動きも３か月前と比較し
て悪化している。

百貨店（企画担
当）

単価の動き ・美術品、宝飾品など、100万円以上の商品に動きが
みられず、大幅な単価下落がみられる。

百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・外商で主に販売している呉服、宝石、美術が悪く、
特に、法人需要が弱い。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・目玉品の広告掲載を継続して行っているが、それば
かりが売れ、来客数は増えるものの、他の売上に結び
ついていない。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・７月下旬からの猛暑の影響もあるのか、日中の来客
数が極端に落ち込んでいる。また、お盆の時期におけ
る果物などの高額のお供えが例年になく落ち込み、簡
便で安価な物を求める傾向がみられる。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・バーゲンの時期であるが、本当に良い物しか客は買
わなくなっており、売れ筋とそうでないものとがはっ
きり分かれている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・天候の影響もあるが、盆など休みが続き、街に人の
いないことが販売量の減少につながっており、いい材
料も見当たらない。

乗用車販売店
（経営者）

それ以外 ・周りの建設業者にいくつか倒産があり、景気の悪さ
が身近に感じられる。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・グループ内の店舗では、関東地区は前年比100％を
維持できているが、近畿から西にいくにつれて、
100％を割り込む苦しい状況となっている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・以前のように暇な時期と忙しい時期のメリハリがな
く、相変わらず来客数の減少が続いている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・盆休暇といえども、今年は昨年以上に来客数に勢い
がなく、海水浴場も今までにないほど来客数が少な
い。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・夏休みの家族旅行の申込については、サッカーワー
ルドカップの影響により出足が遅れた分、盛り返しが
期待されていたが、実際のところ、予測より出足が悪
く、来客があっても安い商品から選ぶ傾向にある。

タクシー運転手 お客様の様子 ・ホテル前で客待ちをしているが、特に神戸は大阪に
比べて、より景気が悪いという話をよく耳にしてい
る。

タクシー運転手 お客様の様子 ・京都市内では、客は市バス等の公共交通機関を利用
しており、観光客も観光バスを利用している。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・大規模な仕事の発注が少なく、既存のシステムのメ
ンテナンスや、小口の仕事が主流になってきている。

テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・行楽地への飲食物の持込が多く、現地での購買が減
少している。コンビニ等が普及し便利になった面もあ
るが、少しでも出費を抑えようという動きがみられ
る。

競輪場（職員） 単価の動き ・競輪場の１人当たりの車券購入額が、３か月前と比
べ５～６千円程度減少している。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・近隣の大手スーパーが閉店したため、家の近くの
スーパーか、駅の反対側の大手スーパーに行く客が多
くなり、当店の周辺は人通りが少なくなっている。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・住宅地の土地の単価は、３か月間で若干下落してい
る。ただし、その下げ幅は徐々に小さくなっている。



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
悪く
なっている

一般小売店［家
具］（経営者）

競争相手の様子 ・家具の小売業ではデフレにより、価格競争が激化し
ている。ユーザーは価格の低い商品を探しており、薄
利多売の現象がみられる。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・実用衣料品を扱っているが、夏物バーゲンにも全く
反応はみられず、より安い物がわずかしか売れなく
なっている。

衣料品専門店
（店員）

販売量の動き ・８月は通常販売量が少ない時期であるが、今年は例
年以上に動きが悪い。秋、冬物の投入で動くという予
想に反して、全く反応が薄い。紳士スーツへの支出が
削られているようである。

タクシー運転手 来客数の動き ・料金改訂の申請が許可され、良くなることを期待し
ていたが、さらに安い料金体系の会社が出てきて客は
そちらに流れている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・大型の新規開発案件が、近畿ではほとんど決まらな
くなってきており、一段と東京へ集中している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・仕事を発注するために外注業者に問い合わせると、
年末までしばらく忙しいという話をよく聞く。一方
で、廃業している会社もあり、二極化が進んでいる。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・１か月当たりの受注量は前年を上回っている。ただ
し、受注金額は他社競合激化のなかで高割引を設定し
ている。

変わらない 食料品製造業
（従業員）

競争相手の様子 ・調味料に関しては、過去に比べて価格は下落してい
るが、ここ２、３か月は底をついているのか、変動は
なくなっている。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・材料価格が７月より値上りし、客に対して値上げを
要求しているが、同業他社が全く値上げに動かない。
需要が低迷したままで稼動率が低いため、値上げを打
ち出して受注量を減少させるのを恐れて利益率が上が
らない状況にある。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量の動きは鈍く、ユーザーからの価格
引下げの要請が非常に強い。
・スーパー等でも、品質の良い物より、値段が安い物
を求められていると聞いている。

鉄鋼業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・在庫調整が進み、減産体制もとっているのに価格が
上昇しない。

電機機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・大手取引先よりコストダウンの要求がある。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・引合いは増えているが、設備投資に対する稟議が通
りにくくなっており、時間がかかる。

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・住宅建材関係の大口顧客からの受注量の減少幅が、
２～３か月前に比べ、やや落ち着きを取り戻したもの
の、依然として、前年を１割以上割り込んでいる。

金融業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・雑貨等の加工を行う企業などをみると、受注量が底
打ちしてやや改善がみられる。

金融業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・取引先である繊維加工メーカーの受注状況を確認し
たところ、衣料関連は低調であるが、自動車内装関連
は好調というように、業種間格差が拡大してきてい
る。

不動産業（経営
者）

取引先の様子 ・住宅地に転売不可能な工業地の売却物件が、依然と
して売却しづらい状況にある。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・秋までは、広告の出稿の差し控えをするスポンサー
が多く、現時点では良くなっていると感じられない。

やや悪く
なっている

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・８月に入り受注においての改善は全くみられない。
ごく一部企業に特需があるが、産地としての減少に
は、歯止めがかからない。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・入札等における同業者のし烈な価格競争がみられ
る。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・官庁関係の工事量は低迷し続け、民間工事も、設備
投資による工事量が少ない。

輸送業（営業所
長）

受注量や販売量
の動き

・荷物は小口化され、まとまった出荷が少なくなって
いる。

悪く
なっている

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・倒産件数が増加しており、倒産に伴う売り土地の物
件も増えている。需要と供給のバランスが崩れ、土地
の相場がより下落している。

企業
動向
関連



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・銀行、証券、損保等、金融業界における人材派遣の
求人が増加しつつある。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・しっかりとした景気の底打ち感がある。特に、求人
数の動きに関しては、前年比での大幅な減少はなく
なっている。

民間職業紹介機
関（支社長）

採用者数の動き ・お盆休みを差し引いて考えれば、求職者の決定が進
んでいる。

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・ＩＴ関連の派遣、求人数については底固い動きがあ
る。
・一般派遣については、忙しくなりそうな火種がちら
ほらみえてきている。

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・企業からの求人は皆無であり、その反対に人員削減
が進んでいる状況である。製造業、物販関係企業とも
に消費は伸び悩んでいる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・企業間競争、売上減などにより、収益が予定より大
幅に減少しており、採用人員が１～２名であれば辛抱
して、内部でまかなっている。
・慢性的な人手不足の飲食、販売業に関しては、アル
バイト募集が堅調で、それ以外の業種は今後も人員の
補強を考えていない様子である。
・地方勤務の業務請負業者の募集は、増加傾向にあ
る。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告を出す企業が限られているが、景気好転時
には広がりがみられるようになるはずである。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規及び有効求職者数は、15か月連続で前年同月に
比べて増加を続けている。
・事業主都合による、離職者の増加率が非常に高い。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者申込件数について、前年同月比での増加
傾向は続いており、有効求職者についても増加傾向に
ある。
・雇用保険受給実人員については、前年比で減少傾向
にはあるが、法改正により支給終了になる者が、一般
求職者へ切り替わることが予想される。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・厳選採用の姿勢は変わらず、内定出しが停滞気味と
なっている。学生にとって有利な就職環境とはいえな
い。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告の広告主の求職者数が極端に減少してい
る。人材派遣や、人材紹介等の需要もかなり減少して
いる。仕事に対する供給がなくなってきている現状で
ある。

雇用
関連


